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顔を合わせて話せる場は、やっぱりいいね
各専門部大会・総会　オンラインで開催！
事務職員部…６／12　　女性部…６／19
養護教員部・栄養教職員部・青年部・障がい児教育部…７／３

ろうきんのキャッシュカードなら
ATMお引き出し手数料が

ご利用手数料はいったんご負担いた
だく場合がありますが、即時キャッ
シュバックいたします。

実質０円

東北労働金庫

　20年度は、コロナ禍のため書面表決での開催となった各専門部大会・総
会でした。21年度は、オンラインではありましたが、各専門部大会・総会
を開催することができました。
　各専門部で抱える課題や職場の悩みなど、仲間と共感し、共有すること
ができました。各専門部で協議された内容は、下記の通りです。

○部活動手当に関する業務が煩雑。実質改悪では。
○共同連携実施の負担が大きい。
○再任用事務職員の業務内容が賃金に見合っていな
い。改善を。
○学校事務の業務内容を統一できないか。（ファイリ
ングや形式）一人職なので組合で話せる場があって
よかった。

○校務支援システム導入による研修等の増加。
○評価制度での自己目標に学力テストの偏差値向上を
数値で設定するよう管理職から指示。
○支部での生け花講習会や筆文字講習に多くの参加者
が。
○コロナ禍であるにもかかわらず、行事の代替案が示
され多忙化に拍車が。消毒作業は、市独自で人員が
配置された。

事務職員部 女性部

○校務支援システム導入にあたり、地区によって対応
の差が大きく、課題が山積している。
　※２面に詳細を掲載
○養護教員部独自資料「なかまとて
をつなごう」作成。
○フッ化物洗口推奨の動きの問題。
○「ワクチン差別」を引き起こさな
い手立てが必要。

○施設の老朽化が進んでいて、ハード面のメンテナン
スが必要。
○食育に力を入れたいが、受配校の他に何校も担当し
なければならない。報告書も作成に時間がかかる。
○若手栄養職員の組合組織化。
○民間委託と自治体直営調理員のメリット、デメリット。

養護教員部
栄養教職員部

○教職員の新型コロナウイルスワクチン接種の状況。
自治体によって進捗状況に差がある。
○他県を経験し、福島県の学校現場に感じる違和感。
○多忙で毎日時間外勤務が続き、ゆっくり休めない。
○職場に歳が近い人がいないので、なかなか悩みを話
す場が無い。

○校務支援システムの要録や通知票は、知的学級用の
様式に対応していないが、活用を求められる。
○タブレットに支援学級で使用したいアプリをダウン
ロードできない。
○交流学級でのサポートを含めた人的配置不足。
○前年度までの学習状況を把握するまでの時間がか
かってしまう。

青年部
障がい児教育部
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第43回 日教組東北ブロック青年教育労働者研究集会

　みなさんの学校は働きやすい職場になっているでしょうか。多忙化が進む学校で、新規採用の教職員も即戦力
を求められ、悩みを抱える青年教職員が多くいます。職場について、子どもについて、自分自身について…。も
う一度見つめ直してみませんか。そして、たくさんの仲間とつながりましょう！

【日程】
12：45～　受付
13：20～　開会
13：40～　講演
14：55　　講演終了
15：00～　焚火トーク
18：00　　閉会

【講演】
演題「青年教職員の働き方について」

講師　玉澤　聡子 さん

　　　岩手県教職員組合元青年部長
　　　小学校教員
　　　岩手県働く者の生命・健康を守る会事務局長

〒962-0623　岩瀬郡天栄村羽鳥字高戸屋39　TEL：0248-85-2525
★集まることが難しい方は、講演のみ自宅からスマホやタブレット等から視聴可能です。

○お問い合わせ、参加申し込みは右の二次元コードからどうぞ！県教組のLINE公式
アカウントからお友達登録をして「学校名」「名前」「対面参加」か「オンライン
参加」を送信してください。８月18日（水）〆切りです。メッセージは県教組本部
にしか届かないようになっていますので、ご安心ください。
○組合員の参加費は無料です。組合に未加入の方は1,000円の参加費となります。

8月28日（土）13：20～
エンゼルフォレスト那須白河 Resort Office

日時

会場

焚火をしなが
ら自然体で、
同年代の仲間
と語り合いま
しょう！

養護教員部長
横田美奈子

★校務支援システムは、養護教員にとっての専門性の部分で不備が多く、不便を感じますが、現場の意見を
もとに改善されていくようなので、担当業者にどんどん申し入れをしていきましょう！

○今年度は活用のための研修会を実施しながらの運用期間とし、導入は来年度からという地区がある。年度
途中から急きょ導入が決まり困惑している。
○職員室でないと入力できない。保健室を離れるのが難しく、使いづらい。
○今年度は、保健日誌のみ導入した。
○「えがお」と校務支援システムがリンクしておらず、二重に入力している。
○保健室で入力でき、パスワード入力で個人情報保護にも配慮している。
○健康診断の記録で、学校保健に関係の無い項目があり、業者に依頼し、削除してもらった。

ひとりで悩まない！語り合おう（＾＾）

校務支援システムについてのアンケート実施中〈アンケート回答より〉

７月30日まで
受け付けてます
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　この度、県教組放射線教育対策委員会は、放射線副読本を使用する際に、留
意すべき点や授業で工夫してほしいことを、解説書の形で作成しました。そも
そも、原発事故後、国から教育現場に出された副読本は３冊あります。いま使
用されているものは2018年に安倍政権が復興庁の予算で文科省に改訂・作成さ
せたものです。この前年に開かれた政府内の会合に、文科省からは初等中等教
育局長だったのに対して、復興庁からは副大臣の参加でした。両者の力関係を
思えば、この副読本が子どもたちの安全よりも復興に重点をおいていることが
容易に想像できます。
　私たちが放射線教育を行ううえで重要視すべき点は、放射線の危険性を知

り、可能な限り被ばくを少なくする
なかで、子どもたちの人権を回復し
ていくとりくみです。今回は中高生
版を作成し中学校分会に届けます
が、今後小学生版も作成していきま
すので、放射線教育を行う際にお役
立てください。

　県教組は、教職員を守るため
の「ハラスメント防止指針」と
なるよう、管理職への意識啓発
と研修等を徹底するよう県教委
に求めていきます。

放射線副読本の解説書を作成
－使用の際　おさえておきたい留意事項－

県教組
ホームページからも
ダウンロード
できます。

（只今準備中）

みんなに
使って
ほしいなぁ

「ハラスメントをしてはならない」
　2020年６月１日より、職場におけるハラスメント防止対策が強化されました！
　これを受けて、福島県教委も、管理監督者の責任も含めて追加され、「パワハラ防止指針」
の策定、「セクハラ防止指針」の改訂を行いました。

ハラスメントの種類には…
　パワー・ハラスメント、セクシャル・ハラスメント、時短ハラスメント、妊娠・
出産・育児又は介護に関するハラスメント等があります。

ハラスメントでは？と思ったら…
　自分一人で抱え込まずに、職場の同僚や知人等身近な信
頼できる人に相談してください。もちろん組合でもOKです。
　相談に当たっては、ハラスメントであると考えられる言
動が行われた日時、内容等についてできるだけ記録してお
きましょう。

　県教委は、「解決に至らない場合は、教育
庁内の相談窓口へ！」と呼びかけています。
Email:harassment.soudan@pref.fukushima.lg.jp
（寄せられたメールには職員課が対応）

　６月に県教委から発出された「ハラスメントに
関する実態調査」については、分会から様々な問
題点が寄せられました。県教組は、県教委に対し
調査方法の改善等申し入れを行いました！
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日時：８月７日（土）13 ： 00～
場所：県内各地14支部が会場
内容：上野千鶴子さんWeb講演

申し込み〆切り：８月２日（月）

サマーセミナー

日時：８月21日（土）13 ： 00～
場所：県教育会館・郡山教組会館・

いわき教育会館
　　　または、自宅からWeb参加
内容：一木玲子さんWeb講演

申し込み〆切り：８月２日（月）

東北Ｂカリキュラム編成講座

９/４土
10～12時

二次試験対策講座
一次試験合格者のみ参加可能
組合未加入の方もOK!!

「集団討論」と「模擬授業」の対策をします！
 内容 　①　集団討論はKei塾の講師によるレクチャーを受けた後、

実際に参加者で集団討論を行います。オンラインによる
集団討論ですが、一度体験しておくと見通しをもって試
験に臨めます。

　　　　②　模擬授業は福島県教組から、授業の鉄則・心得などを
解説します。「試験官は○人いて、どのような視点で授
業を見ているか」など特別な情報が盛りだくさんです。

 料金 　組合に加入されている方：無料！
　　　　組合未加入の方：2,000円
　　　　（後日、学校へ集金に伺います）
★別紙の申込用紙からお申し込みください！

申込締め切り

8/27金


